
一
〇
〇
分
の
〇
・

七
二

(

現
行

一
〇
〇

分
の
〇
・
四
八)

付
加
価
値
割

号

外

一�
平

成
二
十
七
年

三

月
三
十
一
日

本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

一
〇
〇
分
の
〇
・

三(

現
行

一
〇
〇

分
の
〇
・
二)

資

本

割

所
得
の
う
ち
年
八
〇
〇
万

円
を
超
え
る
金
額

所
得
の
う
ち
年
四
〇
〇
万

円
を
超
え
年
八
〇
〇
万
円

以
下
の
金
額

所
得
の
う
ち
年
四
〇
〇
万

円
以
下
の
金
額

所

得

割

一
〇
〇
分
の
三
・

一(

現
行

一
〇
〇

分
の
四
・
三)

一
〇
〇
分
の
二
・

三(

現
行

一
〇
〇

分
の
三
・
二)

一
〇
〇
分
の
一
・

六(

現
行

一
〇
〇

分
の
二
・
二)

目

次

条

例

○
岐
阜
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

税

務

課)

三
ペ
ー
ジ

◇
岐
阜
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
三
三
号)

一

事
業
税

１

法
人
事
業
税
の
資
本
割
の
課
税
標
準
で
あ
る
資
本
金
等
の
額
に
つ
い
て
、
資
本
金
と
資
本

準
備
金
の
合
算
額
を
下
回
る
場
合
に
は
、
当
該
額
を
資
本
割
の
課
税
標
準
と
す
る
こ
と
と
し

た
。(

第
三
九
条
の
四
関
係)

２

外
形
標
準
課
税
の
対
象
と
な
る
普
通
法
人
の
事
業
税
の
税
率
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
四
二
条
及
び
附
則
第
六
条
の
二
の
二
関
係)

二

地
方
消
費
税

地
方
消
費
税
の
税
率
の
引
上
げ
の
施
行
期
日
を
平
成
二
九
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
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(
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翌
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成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日



三

不
動
産
取
得
税

１
｢

児
童
福
祉
法｣

に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
及
び
事
業
所

内
保
育
事
業
の
用
に
供
す
る
家
屋(

一
定
の
も
の
に
限
る
。)

に
つ
い
て
、
当
該
家
屋
の
価

格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
し
た
。(
第
五
三
条
関
係)

２

社
会
福
祉
法
人
等
が
認
定
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業(

社
会
福
祉
事
業
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
に
限
る
。)
の
用
に
供
す
る
不
動
産
に
つ
い
て
、
当
該
不
動
産
の
価
格
の
二
分
の
一

に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

(

第
五
三
条
関
係)

３

地
方
税
法
以
外
の
法
律
等
に
よ
る
政
策
の
推
進
を
税
制
面
に
お
い
て
支
援
す
る
特
例
措
置

の
適
用
期
限
の
延
長
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
七
条
及
び
附
則
第
七
条
の
四
関
係)

４

住
宅
及
び
土
地
の
取
得
に
係
る
税
率
を
三
パ
ー
セ
ン
ト(

本
則
四
パ
ー
セ
ン
ト)

と
す
る

特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
七
条
の
二
関
係)

５

宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
後
二
年
以
内
に
、
一
定
の
改
修
工

事
を
行
っ
た
後
、
当
該
住
宅
を
個
人
に
対
し
譲
渡
し
、
当
該
個
人
が
そ
の
者
の
居
住
の
用
に

供
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
取
得
が
平
成
二
九
年
三
月
三
一

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
場
合
に
限
り
、
一
定
の
税
額
を
減
額
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
た
。(

附
則
第
七
条
の
四
関
係)

６

宅
地
評
価
土
地
の
取
得
に
係
る
課
税
標
準
を
価
格
の
二
分
の
一
と
す
る
特
例
措
置
の
適
用

期
限
を
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
七
条
の
五
関
係)

四

自
動
車
取
得
税

１

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
で
初
め
て
新
規
登

録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
税
率
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
軽
減
率
及
び
対
象
を
見

直
し
た
上
、
適
用
期
限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
一
二
条
の
二
の
二
関
係)

２

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

乗
用

車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
若
し
く
は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
っ
て
、
一
定
の

も
の
に
限
る
。)

で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
つ
い
て
、
当
該
取
得
が

平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
取
得
に
係
る
税
率
を
本
特

例
措
置
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
税
率
に
一
〇
〇
分
の
八
〇
を
乗
じ
て
得
た
率
と

す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
一
二
条
の
二
の
二
関
係)

３

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車(

初
め
て
新
規
登

録
等
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。)

の
取
得
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
控
除

額
及
び
対
象
を
見
直
し
た
上
、
適
用
期
限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と

と
し
た
。(

附
則
第
一
二
条
の
二
の
四
関
係)

４

バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
の
優
れ
た
バ
ス
等
の
取
得
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
適
用
期

限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
一
二
条
の
二
の
四

関
係)

５

先
進
安
全
自
動
車
技
術
を
備
え
る
一
定
の
自
動
車
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の

の
取
得
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
控
除
額
及
び
対
象
を
見
直
し
た
上
、
適

用
期
限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
一
二
条
の
二

の
四
関
係)

五

軽
油
引
取
税

軽
油
の
引
取
り
に
係
る
課
税
免
除
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
を
見
直
し
た
上
、
適

用
期
限
を
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
一
二
条
の
四
関

係)

六

狩
猟
税

１

｢

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律｣

に
規
定
す
る
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
に
係
る
狩
猟
者
の
登
録
が
平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
に

対
し
て
は
、
狩
猟
税
を
課
さ
な
い
も
の
と
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
一
六
条
関
係)

２

｢

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律｣

に
規
定
す
る
認
定
鳥

獣
捕
獲
等
事
業
者
の
従
事
者
に
係
る
狩
猟
者
の
登
録
が
平
成
二
七
年
五
月
二
九
日
か
ら
平
成

三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
従
事
者
に
対
し
て
は
、

狩
猟
税
を
課
さ
な
い
も
の
と
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
一
六
条
関

係)
３

狩
猟
者
登
録
の
申
請
書
を
提
出
す
る
日
前
一
年
以
内
の
期
間
に｢

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
く
許
可
又
は
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
、

当
該
許
可
又
は
従
事
者
証
に
係
る
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
行
っ
た
者
が
受
け
る
狩
猟
者
の
登
録
が

平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
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て
は
、
当
該
狩
猟
者
に
係
る
狩
猟
税
の
税
率
を
二
分
の
一
と
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
た
。(

附
則
第
一
六
条
の
二
関
係)

七

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

八

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
六
２
は
、

平
成
二
七
年
五
月
二
九
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条

例

岐
阜
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
十
三
号

岐
阜
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
改
正)

第
一
条

岐
阜
県
税
条
例(

昭
和
二
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
中｢

同
条
第
三
項｣

を｢

同
条
第
四
項｣

に
改
め
、
同
条
第

二
項
中｢

第
七
項｣

を｢

第
十
項｣

に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中｢

除
く｣

の
下
に｢

。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ｣

を
加
え
、
同
項
第
一
号

イ
中｢

百
分
の
〇
・
四
八｣

を｢

百
分
の
〇
・
七
二｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中｢

百
分
の
〇
・
二｣

を

｢

百
分
の
〇
・
三｣

に
改
め
、
同
号
ハ
の
表
中｢

百
分
の
三
・
八｣

を｢

百
分
の
三
・
一｣

に
、｢

百

分
の
五
・
五｣

を｢

百
分
の
四
・
六｣

に
、｢

百
分
の
七
・
二｣

を｢

百
分
の
六｣

に
改
め
、
同
条

第
三
項
第
一
号
イ
中｢

百
分
の
〇
・
四
八｣

を｢

百
分
の
〇
・
七
二｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中｢

百
分

の
〇
・
二｣

を｢

百
分
の
〇
・
三｣

に
改
め
、
同
号
ハ
中｢

百
分
の
七
・
二｣

を｢

百
分
の
六｣

に

改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中｢

免
除
さ
れ
る
事
業
者｣

の
下
に｢(

同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
法
人
課
税
信
託
の
受
託
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
受
託
事
業
者
及
び
同
条

第
四
項
に
規
定
す
る
固
有
事
業
者
に
係
る
消
費
税
を
納
め
る
義
務
が
全
て
免
除
さ
れ
る
事
業
者
に
限

る
。)｣

を
加
え
る
。

第
五
十
三
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

12

児
童
福
祉
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事

業
の
用
に
供
す
る
家
屋(

当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。)

の
取

得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
。

13

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定

す
る
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
家
屋(

当
該
事

業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。)

の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得

税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
。

14

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定

す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業(

利
用
定
員
が
五
人
以
下
で
あ
る

も
の
に
限
る
。)

の
用
に
供
す
る
家
屋(

当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

限
る
。)

の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の
価
格
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
。

15

社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
の
三
に
規
定
す
る
者
が
直
接
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法(

平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
五
号)

第
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
生
活
困
窮
者
就

労
訓
練
事
業(

社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

社
会
福
祉
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。)

の
用
に
供
す
る
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課

す
る
不
動
産
取
得
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
不
動
産
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

価
格
か
ら
控
除
す
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
中｢

第
三
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項｣

を｢

第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
中｢

又
は
第
二
項
第
一
号｣

を｢

若
し
く
は
第
二
項
第
一
号｣

に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
一
項
第
五
号
ハ�
及
び�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

�
営
業
用

��
乗
車
定
員(

自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た
型
式
そ
の

年
額

二
万
六
千
五
百
円
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他
の
仕
様
に
よ
る
乗
車
定
員
を
い
う
。
以
下
ハ
に
お
い
て

同
じ
。)

が
三
十
人
以
下
の
も
の

��
乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
る
も
の

年
額

三
万
二
千
円

�
自
家
用

��
乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

年
額

三
万
三
千
円

��
乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
る
も
の

年
額

四
万
千
円

附
則
第
六
条
の
二
の
二
第
二
項
中｢

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日｣

を｢

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日｣

に
、｢

百
分
の
三
・
八｣

を｢
百
分
の
三
・
一｣

に
、｢

百
分
の
二
・
二｣

を｢

百
分
の
一
・
六｣

に
、

｢

、｢

百
分
の
五
・
五｣

を｢

、｢
百
分
の
四
・
六｣

に
、｢

百
分
の
三
・
二｣

を｢

百
分
の
二
・
三｣

に
、｢

百
分
の
七
・
二｣

を｢

百
分
の
六｣

に
、｢

百
分
の
四
・
三｣

を｢

百
分
の
三
・
一｣

に
改
め

る
。附

則
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
条
第
七
項
中｢

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律(

平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
四
号)
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で｣

を

｢

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で｣

に
、

｢
(

当
該
取
得
が
都
市
再
生
特
別
措
置
法｣

を｢

に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
取
得
が
同
法｣

に
、｢)

に｣

を｢

に｣

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中｢
平
成
二
十
七
年
三
月
三

十
一
日｣

を｢

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中｢
平
成
二
十
七
年
三

月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中｢
平
成
二
十
五

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で｣

を｢

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で｣

に
改
め
、｢

割
合｣

の
下
に｢(

当
該
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一)｣

を
加
え
、
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
中｢

平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
の
二
第
一
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

附
則
第
七
条
の
四
第
一
項｣

の
下
に｢

若
し
く
は
第
五
項｣

を
加

え
る
。

附
則
第
七
条
の
四
第
一
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

を
還
付
す
る
場
合｣

を｢

の
還
付｣

に
、｢

附
則
第
七
条
の
四

第
二
項｣

と
、｢

第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
又
は｣

を｢

附
則
第
七
条
の
四
第
二
項｣

と
、｢

第
五

十
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
、｢

第
三
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項｣

を｢

第
三
十
九
条

の
二
の
四
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者(

以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て｢

宅
地
建
物
取
引
業
者｣

と
い
う
。)

が
改
修
工
事
対
象
住
宅(

新
築
さ
れ
た
日
か

ら
十
年
以
上
を
経
過
し
た
住
宅(

第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
住
宅
等
に
あ
つ
て
は
、

居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
を
い
う
。)

で
あ
つ
て
、
ま
だ
人

の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
住
宅
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お

い
て
同
じ
。)

を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、
当
該
改
修
工
事
対

象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
安
全
性
、
耐
久

性
、
快
適
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
効
率
性
そ
の
他
の
品
質
又
は
性
能
の
向
上
に
資
す
る
改
修

工
事
で
施
行
令
附
則
第
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
行
つ
た
後
、
当
該
改
修
工
事
を
行

つ
た
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
で
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

住

宅
性
能
向
上
改
修
住
宅｣

と
い
う
。)

を
個
人
に
対
し
譲
渡
し
、
当
該
個
人
が
当
該
住
宅
性
能
向

上
改
修
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当
該

改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
税
額
か
ら
当
該
改
修
工
事

対
象
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控

除
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。

６

第
五
十
六
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
に

よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取

消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
五
十
六
条
第
一
項
中｢

前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号｣

と
あ
る
の
は｢

附

則
第
七
条
の
四
第
五
項｣

と
、｢

同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に

あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地

の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内｣

と
あ
る
の
は｢

当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年

以
内｣

と
、｢

当
該
土
地
に｣

と
あ
る
の
は｢

同
項
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
同

項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
対
象
住
宅(

第
五
十
八
条
に
お
い
て｢

改
修
工
事
対
象
住
宅｣

と
い
う
。)

に｣
と
、｢

こ
れ
ら｣

と
あ
る
の
は｢

同
項｣

と
、
第
五
十
六
条
第
二
項
中｢

前
条
第
一
項
第
一

号
又
は
第
二
項
第
一
号｣

と
あ
る
の
は｢

附
則
第
七
条
の
四
第
五
項｣

と
、
第
五
十
七
条
中｢

第

五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号｣

と
あ
る
の
は｢

附
則
第
七
条
の
四
第
五
項｣

と
、
第
五
十
八
条
第
一
項
中｢

土
地｣

と
あ
る
の
は｢

改
修
工
事
対
象
住
宅｣

と
、｢

第
五
十
五
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条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号｣

と
あ
る
の
は｢

附
則
第
七
条
の
四
第
五
項｣

と
、｢

こ

れ
ら｣

と
あ
る
の
は｢

同
項｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
三
十
年

三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
中｢

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
登
録｣

を｢

第
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
新
規
登
録｣
に
、｢

第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
検
査(｣

を｢

第
六
十
条
第
一
項
後
段
の

規
定
に
よ
る
車
両
番
号
の
指
定(

同
項
に
規
定
す
る｣

に
、｢

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
か

ら
第
七
項
ま
で｣

を｢

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で｣

に
、｢

平
成
二
十

七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢

こ
の
条｣

の
下
に｢

及
び
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四｣

を
加
え
、
同
号
イ
中｢

又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト

ン
以
下
の
バ
ス
若
し
く
は
ト
ラ
ッ
ク｣
を
削
り
、
同
号
イ�
中｢

平
成
二
十
七
年
度
以
降｣

を｢

平

成
三
十
二
年
度
以
降｣

に
、｢

平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率｣

を｢

平
成
三
十
二

年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率｣

に
改
め
、
同
号
ハ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
三
項｣

を｢

附
則

第
四
条
の
五
第
四
項｣

に
改
め
、
同
号
ハ�
中｢

百
分
の
百
十｣

を｢

百
分
の
百
十
五｣

に
改
め
、

同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
二
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
五
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ�
中｢

百
分
の
百
五｣

を｢

百
分
の
百
十｣
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、

同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

車
両
総
重
量(

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
に
お
い
て
同
じ
。)

が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ

ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の

五
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
基
準
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二
十
七
年
度
以

降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の(

以
下
こ
の
条

及
び
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
に
お
い
て｢

平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率｣

と
い
う
。)

に
百
分
の
百
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
四
項｣

を｢

附
則
第
四
条

の
五
第
五
項｣

に
改
め
、
同
号
イ�
中｢

附
則
第
四
条
の
四
第
十
一
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
四
第

十
二
項｣

に
改
め
、
同
号
イ�
中｢

百
分
の
百
五｣

を｢

百
分
の
百
十｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中｢

附

則
第
四
条
の
五
第
五
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
五
第
六
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ�
中｢

百
分
の
百
十｣

を｢

百
分
の
百
十
五｣

に
改
め
、
同
号
ハ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
六
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
五

第
七
項｣

に
改
め
、
同
号
ハ�
中｢

附
則
第
四
条
の
四
第
十
四
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
四
第
十
五

項｣

に
改
め
、
同
号
ハ�
中｢

百
分
の
百
五｣

を｢

百
分
の
百
十｣

に
改
め
、
同
号
ニ
中｢

附
則
第

四
条
の
五
第
七
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
五
第
八
項｣

に
改
め
、
同
号
ニ�
中｢

百
分
の
百
十｣

を

｢

百
分
の
百
十
五｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま

で｣

を｢

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で｣

に
、｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三

十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中｢

又
は
車
両
総
重
量

が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
若
し
く
は
ト
ラ
ッ
ク｣

を
削
り
、｢

附
則
第
四
条
の
五
第
八
項｣

を

｢

附
則
第
四
条
の
五
第
九
項｣

に
改
め
、
同
号
イ�
中｢

平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率｣

を｢

平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率｣

に
改
め
、
同
号
ハ
中｢

附
則
第
四
条

の
五
第
十
項｣

を

｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
二
項｣

に
改
め
、
同
号
ハ�
中

｢

百
分
の
百
五｣

を

｢

百
分
の
百
十｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
九
項｣

を

｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
一
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ�
中｢

平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
効
率｣

の
下
に｢

に
百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値｣

を
加
え
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同

号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
三
項
第
二
号
イ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
一
項｣

を｢

附
則
第
四

条
の
五
第
十
三
項｣

に
改
め
、
同
号
イ�
中｢

平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率｣

の

下
に｢

に
百
分
の
百
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値｣

を
加
え
、
同
号
ロ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
二
項｣

を｢
附
則
第
四
条
の
五
第
十
四
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ�
中｢

百
分
の
百
五｣

を｢

百
分
の
百
十｣

に
改
め
、
同
号
ハ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
三
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
五
項｣

に
改
め
、

同
号
ハ�
中｢
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率｣

の
下
に｢

に
百
分
の
百
五
を
乗
じ

て
得
た
数
値｣
を
加
え
、
同
号
ニ
中｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十
四
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
五
第
十

六
項｣

に
改
め
、
同
号
ニ�
中｢

百
分
の
百
五｣

を｢

百
分
の
百
十｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
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の
よ
う
に
改
め
る
。

４

次
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得(

前
二
項
又
は
附
則
第
十

二
条
の
二
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除

く
。)
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
六
十
三
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取

得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車

イ

乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
若
し
く
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
十
七
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
十
八
項
に
規
定
す
る
も

の�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る

こ
と
。

ハ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
十
九
項
に
規
定
す
る
も

の�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車

イ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
二
十
項
に
規
定
す
る
も

の�
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
定

め
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る

こ
と
。

ロ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
を
超
え
三
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る

も
の

�
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
定
め

る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る

こ
と
。

ニ

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
又
は
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
二
十
一
年
軽
油
重
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
若
し
く
は
ト
ラ
ッ

ク
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
二
十
四
項
に

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。)

で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得(

前
三
項
又
は
附
則
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第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得

を
除
く
。)

に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
六
十
三
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又

は
第
一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

一

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の

値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

三

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
五
を

乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
一
項
中｢
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中｢(
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)｣

を
削
り
、
同
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
及
び
平
成

二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の

六
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
し
て
い
な
い
自
動
車
で
あ

つ
て
、
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

(

以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て

｢

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率｣

と
い
う
。)

を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
施
行

規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
算
定
し
て

い
る
も
の(

次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て｢

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
算
定
自
動
車｣

と
い
う
。)

に
限
る
。)

イ

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
三

項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

八
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
十
七
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日｣

に
、｢

三
十
万
円｣

を｢

三
十
五
万
円｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢(

同
条
第
四
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、

同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動

車
に
限
る
。)

イ

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
五

項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
六
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
三
項
中｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日｣

に
、｢

十
五
万
円｣

を｢

二
十
五
万
円｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢(

同
条
第
四
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、

同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

次
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
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車
に
限
る
。)

イ

乗
用
車
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
七

項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

五
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
八
項
に
規
定
す
る
も
の

�
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百

四
十
四
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
八
項
中｢

附
則
第
四
条
の
六
第
十
二
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の

二
第
十
五
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中｢

次
に
掲
げ
る
自
動
車｣

の
下
に｢

の
う
ち
、
横
滑
り
及
び
転
覆
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置(

以
下
こ
の

項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
お
い
て｢

車
両
安
定
性
制
御
装
置｣

と
い
う
。)
並
び
に
衝
突
に
対
す
る

安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置(

以
下
こ
の
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
お
い
て｢
衝
突
被
害
軽

減
制
動
制
御
装
置｣

と
い
う
。)

を
備
え
る
も
の｣

を
加
え
、｢

附
則
第
四
条
の
六
第
七
項｣

を｢

附

則
第
四
条
の
六
の
二
第
七
項｣

に
、｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日(

第
一
号｣

を｢
平
成
二
十

九
年
三
月
三
十
一
日(

第
四
号｣

に
改
め
、｢

自
動
車
の
う
ち
車
両
総
重
量
が
十
二
ト
ン
を
超
え
る

も
の
、
第
二
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
車
両
総
重
量
が
二
十
二
ト
ン
を
超
え
る
も
の
及
び
第
三

号
に
掲
げ
る｣

を
削
り
、｢

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日｣

に
、｢

三
百
五
十
万
円｣

を｢

五
百
二
十
五
万
円｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢

超
え
る｣

を｢

超

え
十
二
ト
ン
以
下
の｣

に
、｢

附
則
第
四
条
の
六
第
八
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
八
項｣

に
、｢

附
則
第
四
条
の
六
第
九
項｣

を

｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
九
項｣

に
、｢

で
あ
つ
て｣

を

｢(

第
十
一
項
に
お
い
て｢

バ
ス
等｣

と
い
う
。)

で
あ
つ
て｣

に
、｢

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日｣

を｢

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日｣

に
、｢

制
動
装
置
に
係
る｣

を｢

車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る｣

に
、｢

(

次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て｢

制
動
装
置
保
安
基
準｣

と
い
う
。)

で
施
行
規
則
附
則
第
四

条
の
六
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の
に｣

を｢

で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
項
に
規
定
す

る
も
の(

以
下
こ
の
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て｢

車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準｣

と

い
う
。)

及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境

保
全
上
の
技
術
基
準
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
も
の(

以
下
こ
の

項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て｢

衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準｣

と
い
う
。)

の

い
ず
れ
に
も｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

八
ト
ン
を
超
え
る｣

を｢

三
・
五
ト
ン
を
超
え
八
ト
ン

以
下
の｣

に
、｢

附
則
第
四
条
の
六
第
十
一
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
二
項｣

に
改
め
、

｢

除
く｣

の
下
に｢

。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ｣

を
加
え
、｢

平
成
二
十
四
年
四

月
一
日｣

を｢

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日｣

に
、｢

制
動
装
置
保
安
基
準
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条

の
六
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の
に｣

を｢

車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規

定
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被

害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中｢

十
三
ト
ン

を
超
え
る｣

を｢

八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の｣

に
改
め
、｢

(

施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六

第
十
一
項
に
規
定
す
る
け
ん
引
自
動
車
に
限
る
。)｣

を
削
り
、｢

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日｣

を

｢

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日｣

に
、｢

制
動
装
置
保
安
基
準
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
十
項
に

規
定
す
る
も
の
に｣

を｢

車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御

装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

車
両
総
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車

両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二

十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制

御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
七
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
車
両
安
定
性
制
御
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制

御
装
置
を
備
え
る
も
の(

施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
三
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。)

で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中｢

取
得
価
額｣

と
あ
る
の
は
、｢

取
得
価
額
か
ら
三
百
五
十
万

円
を
控
除
し
て
得
た
額｣

と
す
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成27年３月31日 ( )８



11

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
車
両
安
定
性
制
御
装
置
又
は
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
の

い
ず
れ
か
を
備
え
る
も
の(

施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限

る
。)
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日(

第
五
号
に
掲
げ
る
ト
ラ
ッ
ク
に

あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日)

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中｢

取
得

価
額｣

と
あ
る
の
は
、｢

取
得
価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額｣

と
す
る
。

一

車
両
総
重
量
が
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
等
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定

に
よ
り
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突

被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
に
適
合
す
る
も
の

二

車
両
総
重
量
が
五
ト
ン
を
超
え
十
二
ト
ン
以
下
の
バ
ス
等
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第

四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定

め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
五
年

一
月
二
十
七
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御

装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の

三

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
八
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両

法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十

六
年
二
月
十
三
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制

御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の

四

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法

第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装

置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の

五

車
両
総
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
二
十
二
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車

両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

し
て
定
め
ら
れ
た
車
両
安
定
性
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二

十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制

御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
六
項
中｢

附
則
第
四
条
の
六
第
五
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二

第
五
項｣

に
、｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、

同
項
第
二
号
中｢

附
則
第
四
条
の
六
第
六
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
六
項｣

に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中｢

附
則
第
四
条
の
六
第
三
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の

二
第
三
項｣

に
、｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
、

｢

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
五
項｣

を｢

附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
七
項｣

に
改
め
、
同
項
第

二
号
中｢

附
則
第
四
条
の
六
第
四
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
四
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中｢

附
則
第
四
条
の
六
第
一
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
一

項｣

に
、｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め
、
同

項
第
一
号
中｢

第
六
項｣

を｢

第
八
項｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

第
六
項｣

を｢

第
八
項｣

に
、

｢

附
則
第
四
条
の
六
第
二
項｣

を｢

附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

次
に
掲
げ
る
自
動
車(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

第
四
種
環
境
対
応
車｣

と
い
う
。)

で
初
め

て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
四
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
六
十
一
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と

き
に
限
り
、
同
項
中｢

取
得
価
額｣

と
あ
る
の
は
、｢

取
得
価
額
か
ら
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得

た
額｣

と
す
る
。

一

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車

二

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
限
る
。)

の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
九
項
に
規
定
す
る
も
の

イ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ロ

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物

の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
三

十
八
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
第
二
号
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
軽
油
自
動
車(

電
力
併
用
自

動
車
に
限
る
。)

５

次
に
掲
げ
る
自
動
車(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

第
五
種
環
境
対
応
車｣

と
い
う
。)

で
初
め

て
新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
五
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
六
十
一
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と

き
に
限
り
、
同
項
中｢

取
得
価
額｣

と
あ
る
の
は
、｢

取
得
価
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た

額｣

と
す
る
。
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千
百
円

千
八
百
円

第
七
十
三
条
第
一
項
第
五
号

ハ

第
七
十
三
条
第
一
項
第
五
号

ハ

四
万
千
円

三
万
三
千
円

三
万
二
千
円

二
万
六
千
五
百
円 四

万
千
円

三
万
二
千
円

四
万
七
千
百
円

三
万
七
千
九
百
円

三
万
六
千
八
百
円

三
万
四
百
円

四
万
七

三
万
六

一

附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車

二

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車(

乗
用
車
又
は
車
両
総
重
量
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
算
定
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
限
る
。)

の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の

イ

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ロ

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物

の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
三

十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
四
第
一
項
中｢
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
三
十
年
三
月
三
十

一
日｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

自
衛
隊
が
通
信
の
用
に
供
す
る
機
械
、
自
動
車(

施
行
令
附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
自
動
車
を
除
く
。)

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
条
第
二
項
に
規
定
す

る
も
の
の
電
源
又
は
動
力
源
に
供
す
る
軽
油
の
引
取
り

附
則
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
中｢

附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
二
項｣

を｢

附
則
第
十
条
の

二
の
二
第
三
項｣

に
、｢

同
条
第
三
項｣

を｢

同
条
第
四
項｣
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中｢

附
則
第

十
条
の
二
の
二
第
四
項｣

を｢

附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
五
項｣
に
、｢
同
条
第
五
項｣

を｢

同
条

第
六
項｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中｢

陶
磁
器
製
造
業
、｣

を
削
り
、｢
附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
六

項｣

を｢

附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
七
項｣

に
、｢

製
造
工
程
に
お
け
る
焼
成
又
は
乾
燥
の
用
途
、

こ
れ
ら
の｣

を｢

当
該｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
軽
油
の
引
取
り
を
行
つ
た
自
衛
隊
の
船
舶
の
使
用
者
が
、
我
が
国
と

我
が
国
以
外
の
締
約
国
と
の
間
の
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際

約
束
で
施
行
令
附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
引
取
り
に
係
る
軽
油
を
当
該
締
約
国
の
軍
隊
の
船
舶
の
動
力
源
に
供
す

る
た
め
譲
渡
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
軽
油
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項(

第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

並
び
に
同
条
第
三

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
軽
油
引
取
税
を
課
さ
な
い
。

６

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
一
条
の
十
七

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

並
び
に
前
月｣

と
あ
る
の
は｢

、
前
月｣

と
、

｢

そ
の
他｣

と
あ
る
の
は｢

並
び
に
前
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
行
つ
た
附
則
第
十
二
条

の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
譲
渡
に
関
す
る
事
実
及
び
そ
の
数
量
そ
の
他｣

と
す
る
。

｢

附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
中

｢を

に

｣

｣

改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

狩
猟
税
の
課
税
免
除)

第
十
六
条

県
内
の
市
町
村
に
所
属
す
る
対
象
鳥
獣
捕
獲
員(

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る

被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
次
項
に

お
い
て｢

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法｣

と
い
う
。)

第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

た
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

(

次
項
及
び
次
条
に
お
い
て

｢

鳥
獣
保
護
管
理
法｣

と
い
う
。)

第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
を
い
う
。)

に
係

る
狩
猟
者
の
登
録
が
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
対
象
鳥
獣

捕
獲
員
に
対
し
て
は
、
狩
猟
税
を
課
さ
な
い
。

２

認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者(

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
八
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認

定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
を
い
う
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。)

が
、
県
の
区
域
を
対
象
と
し

て
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一
項(

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
、
又
は
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
四
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項(

鳥
獣

保
護
管
理
法
第
十
四
条
の
二
第
九
項
又
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
規
定
す
る
従
事
者

証(

次
条
第
二
項
に
お
い
て｢

従
事
者
証｣

と
い
う
。)

の
交
付
を
受
け
た
当
該
認
定
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
者
の
従
事
者
に
係
る
狩
猟
者
の
登
録
が
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
三
十
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一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
は
、
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
従
事
者
に
対
し
て
は
、
狩
猟
税
を
課
さ
な
い
。

附
則
第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

狩
猟
税
の
税
率
の
特
例)

第
十
六
条
の
二

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け

る
狩
猟
者
の
登
録
で
あ
つ
て
、
当
該
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
る
者
が
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
五
十
六

条
に
規
定
す
る
申
請
書(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

狩
猟
者
登
録
の
申
請
書｣

と
い
う
。)

を
提

出
す
る
日
前
一
年
以
内
の
期
間(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て｢

特
定
捕
獲
等
期
間｣

と
い
う
。)

に

県
の
区
域
を
対
象
と
す
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
当
該

許
可
に
係
る
鳥
獣
の
捕
獲
等(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て｢

許
可
捕
獲
等｣

と
い
う
。)

を
行
つ
た

場
合
に
お
け
る
狩
猟
税
の
税
率
は
、
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定

す
る
税
率
に
二
分
の
一
を
乗
じ
た
税
率(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

軽
減
税
率｣

と
い
う
。)

と

す
る
。
た
だ
し
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
狩
猟
者
の
登
録(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

軽
減
税

率
適
用
登
録｣

と
い
う
。)

の
要
件
を
満
た
す
者
が
、
特
定
捕
獲
等
期
間
に
許
可
捕
獲
等
を
行
つ

た
後
、
軽
減
税
率
適
用
登
録
の
対
象
と
な
る
狩
猟
期
間(
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
二
条
第
九
項
に
規

定
す
る
狩
猟
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
直
近
の
狩
猟
期
間
に
つ
い
て
狩

猟
者
登
録
の
申
請
書
を
提
出
し
、
既
に
そ
の
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
る
者
が
、
県
内
の
区
域
に
お
い
て
、
従
事
者(

鳥
獣

保
護
管
理
法
第
九
条
第
八
項
に
規
定
す
る
従
事
者
を
い
い
、
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
に
係
る
も

の
を
除
く
。)

と
し
て
、
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
て
特
定
捕
獲
等
期
間
に
許
可
捕
獲
等
を
行
つ

た
場
合
に
お
け
る
狩
猟
税
の
税
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中｢
受
け
、｣

と
あ
る
の
は
、｢

受
け
た
同
条
第
八
項(

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
四
条
の
二
第
九
項
又
は
鳥
獣
に

よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
規
定

す
る
者(

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
八
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

者
を
除
く
。)

の
従
事
者(

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
八
項
に
規
定
す
る
従
事
者
を
い
う
。)

と

し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
て｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
十
二
条
第
四
項
中｢

附
則
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号｣

を｢

附
則
第
五
十
五
条

第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
二
条

岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
八
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
項
中｢

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日｣

を｢

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日｣

に
改
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
岐
阜
県
税
条
例

附
則
第
十
六
条
の
改
正
規
定(

同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

及
び
附
則
第
九
項
の
規
定
は
、

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
税
条
例(

以
下｢

新
条
例｣

と
い
う
。)

の
規
定
中
法

人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日(

以
下｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

以
後
に

開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度

に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

３

新
条
例
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て

課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動

産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

４

新
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税

に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
六
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

５

新
条
例
の
規
定
中
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て

課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動

車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

軽
油
引
取
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

６

新
条
例
附
則
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
軽
油
の
引
取
り
に
対
し
て
課
す

べ
き
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
軽
油
の
引
取
り
に
対
し
て
課
す
る
軽
油
引
取
税

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７

新
条
例
附
則
第
十
二
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
軽
油
の
譲
渡
に
対

し
て
課
す
べ
き
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

(

狩
猟
税
に
関
す
る
経
過
措
置)
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８

新
条
例
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
る
者
に
対
し

て
課
す
べ
き
狩
猟
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
た
者
に
対
し
て
課
す

る
狩
猟
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９

新
条
例
附
則
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の

日
以
後
に
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
る
者
に
対
し
て
課
す
べ
き
狩
猟
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

10

新
条
例
附
則
第
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
狩
猟
者
の
登
録
に
係
る
申
請
書
を
提
出

し
、
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
る
者
に
対
し
て
課
す
べ
き
狩
猟
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

11

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

新
条
例
附
則
第
十
六
条
及
び
第
十
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
附
則
第
十
六
条

中｢

次
項
に｣

と
あ
る
の
は｢

次
条
に｣
と
、｢

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律(

次
項
及
び
次
条
に
お
い
て｢
鳥
獣
保
護
管
理
法｣

と
あ
る
の
は｢

鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

次
条
に
お
い
て｢

鳥
獣
保
護
法｣

と
、
新
条
例
附
則
第
十
六
条
の

二
第
一
項
中｢

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
五
十
六
条｣
と
あ
る
の
は｢

鳥
獣
保
護
法
第
五
十
六
条｣

と
、

｢

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一
項｣

と
あ
る
の
は｢
鳥
獣
保
護
法
第
九
条
第
一
項(

鳥
獣
被
害
防

止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。)｣

と
、｢

鳥
獣

保
護
管
理
法
第
二
条
第
九
項｣

と
あ
る
の
は｢

鳥
獣
保
護
法
第
二
条
第
五
項｣

と
、
同
条
第
二
項
中

｢

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
八
項｣

と
あ
る
の
は｢

鳥
獣
保
護
法
第
九
条
第
八
項｣

と
、｢

に
規
定

す
る
従
事
者
を
い
い
、
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
に
係
る
も
の
を
除
く｣
と
あ
る
の
は｢(

鳥
獣
被

害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
規
定
す
る
従
事
者
を
い
う｣

と
、｢

、
従
事
者
証｣

と
あ
る
の
は｢

、
鳥
獣

保
護
法
第
九
条
第
八
項
に
規
定
す
る
従
事
者
証｣

と
、｢

同
条
第
八
項(

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
四

条
の
二
第
九
項
又
は
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律｣

と
あ
る
の
は｢

鳥
獣
保
護
法
第
九
条
第
八
項(

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法｣

と
、｢
者(
鳥

獣
保
護
管
理
法
第
十
八
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
を
除
く
。)｣

と
あ
る
の
は｢

者｣

と
す
る
。

(

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

12

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例(

平
成
二
十
七
年
岐
阜
県
条
例
第
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
岐
阜
県
税
条
例
第
百
六
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
附
則
第
十
六
条
第
一
号
の
改
正

規
定
中｢

及
び
附
則
第
十
六
条
第
一
号｣

を
削
る
。
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